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■川Lリ

120g
′jヽ 1
‐  150g
15g

大 2～ 3
/個

カップ%
60g
50g
2個

小麦粉
ベーキングパゥダー

人参
パン粉
レモン汁
レモン皮
プレーンコーグルト
バター

砂精

卵

●   ●

●   ●

バニフエッセンス・ンナモン ,

飾り用パウダーシュガー リ    /・

講  評

人参の味をあまり気にせず食べられ、また、色

よく仕上がっています。大変手のこんだお菓子で

すね。

a..a..a..a..a..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..4..

作

り

方

①
小
麦
粉

・
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

・

シ
ナ
モ
ン
を
合
わ
せ
三
度
振
う
。

②
人
参
を
お
ろ
し
た
後
、パ
ン
粉

・
レ

モ
ン
汁

。
す
り
お
ろ
し
た
レ
モ
ン
皮

・
ヨ
ー
グ
ル
ト

・
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン

ス
を
む
ら
な
く
混
ぜ
る
。

③
ボ
ー
ル
に
バ
タ
ー
を
入
れ
、
切
る
よ

う
に
混
ぜ
ク
リ
ー
ム
状
に
し
て
砂
糖

を
四
〇
〇
ｇ
加
え
白
く
な
る
ま
で
混

ぜ
、卵
黄
を
加
え
て
混
ぜ
②
を
加
え

さ
ら
に
混
ぜ
る
。

④
ボ
ー
ル
に
卵
白
を
入
れ
、
ツ
ノ
が
立

っ
て
残
り
の
砂
糖
を
入
れ
、③
の
な

か
に
入
れ
切
る
よ
う
に
混
ぜ
る
。

⑤
④
に
①
を
い
れ
、さ

っ
く
り
と
混
ぜ

フ
０

。

⑥
ケ
ー
キ
型
の
内
側
に
バ
タ
ー
を
ぬ
り
、

⑤
を
平
に
流
し
込
む
。

⑦

一
八
〇
度
の
オ
ー
ブ
ン
に
⑥
を
入
れ
、

二
〇
分
～
三
〇
分
焼
き
、途
中
ふ
く

ら
ん
で
き
た
ら

一
六
〇
度
に
下
げ
る
。

編

集

後

記

(14)

激
動
の

一
九
九
三
年
も
残
す
と

こ
ろ

一
ヵ
用
足
ら
ず
と
な
り
ま
し

た
。
長
雨
や
台
風
の
襲
来
に
よ
る

農
作
物
へ
の
悪
影
響
は
多
大
な
も

の
が
あ
り
意
し
た
。
迎
え
来
る
新

し
い
年
が
良
き
年
で
あ
る
こ
と
を

願
い
た
い
も
の
で
す
。
▼
町
民
の

み
な
さ
ん
方
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
、
話
題
、
あ
便
り
な
ど
に

支
え
ら
れ
、
こ
の

一
年
広
報
を
作

る
こ
と
が
で
き
誅
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

▲鍛練登山

人口の動き
(11月 4日現在)

世帯数 2,531(± O)
男  3,915(-3)
女  4,271( 6)
総 数 8,186( 3)

(1)

おめで

赤ちやん
たんじょう

楢木野美幸ちゃん

(上色見)9・ 27生

楢木野千秋ちゃん

(高 森)9・ 28生
住吉 魅優ちゃん
(色  見)10・ 5生
原  大輝ちゃん
(高 森)9・ 30生
後藤 早稀ちゃん
(高 森)10・ 23生

」整 灯

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

し〉宇藤千幸、下田巖、後藤

上繁

舞返礼〉岩下励、後藤文明

付〉横町パッチワーク愛好会

■

小倉 貴好

城二

えす
:

L′お

上品 在森
10 28

阿 蘇 町子敦

く香典返

次枝、村

年齢)

(1993.10月 受付分)

者

量保撃さんの長女
禾  華

[ 蔵さんの三女
青日)

美智子
さんの二女

禾 ‐ ~

葎 軍さんの長男

菫
"、
壼さんの二女

すヽ夫

後藤

すは
　
わ
舞
蹄
巖

ネ）一”　欄誨〕憫

導

」
）

　

〓
４

下

＜

ヽ
‐つ
　

腑

見

山
森

お

も
　

詢

Ｌ

・　
‘′

ぐ

亡

鷲

高

留

原

津

河

忙

藤

藤

田

倉

帆

宇

後

下

小

ニ

ギ

清

ツ

今月の表紙
草
部
山
村
留
学
の
鍛
練
登
山

が
十

一
月
十
三
日
、
波
野
村
の

荻
岳
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
草
部

山
村
留
学
実
行
委
員
会

（田
中

生
義
会
長
）
が
、
山
登
り
を
通

し
て
留
学
生
と
の
交
流
を
深
め

よ
う
と
行

っ
た
も
の
で
、
今
年

で
三
回
目
。
留
学
生
四
人
を
含

む
三
十
四
人
が
山
登
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

に
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ご

■
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Ｌ

Ｆ
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．
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榜
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コ
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」

「
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『
「

Ｐ

扇

月雷ミ
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| お 知 ら せ

ワ
部
屋
に
カ
ー
テ
ン
を

つ
け
る
と

雰
囲
気
も
変
わ
る
し
、
保
温
効
果

も
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
上
手

に
使
わ
な
い
と
、
効
果
は
半
減
で

す
。風
の
強
い
日
に
窓
を
開
け
た
ま

ま
で
す
と
、
カ
ー
テ
ン
は
風
に
あ

お
ら
れ
て
保
温
効
果
は
な
く
な
る

う
え
に
、
バ
タ
バ
タ
と
は
た
め
い

て
、
室
内
の
物
を
壊
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
す
そ
に
、
テ
ー
ブ
ル

ク

ロ
ス
用
の
重
し
を
二
～
三
個

つ

け
て
お
け
ば
、
カ
ー
テ
ン
は
舞

い

上
が
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
窓
枠
が

サ

ツ
シ
な
ら
、
重
し
に
磁
石
を
使

う
の
も
い
い
で
し
よ
う
。
す
そ
に

磁
石
を
数
個
縫
い
つ
け
て
お
き
ま

す
。
磁
石
が
サ

ツ
シ
に
く

っ
つ
い

て
、
風
に
あ
お
ら
れ
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。
保
温
効
果
か
ら
み
る
と
、
カ
ー

テ
ン
と
カ
ー
テ
ン
の
す
き
間
は
な

草
　
部

。
社
　
倉

リ
阿

南

光

政

さ

ん
閣

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

藤

本

医

院

圏
⑦
０
０
２
０

平

田

医

院

圏
②
０
２
１
６

馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

東
　
　
医
　
　
院

困
②
０
３
０
９

中

村

医

院

圏
⑦
２
３
３
３

り
変
更
に
な
る
場

す
の
で
、
テ
レ
ホ

で
お
確
か
め
く
だ

②
１
２
２
２
２
）

房
を
い
れ
る
と
、
天
丼
の
方
に
上

が
っ
た
暖
か
い
空
気
は
こ
の
す
き

間
に
入
っ
て
冷
た
い
空
気
を
部
屋

に
押
し
出
し
、
暖
房
効
果
を
悪
く

し
ま
す
。
こ
れ
を

「
コ
ー
ル
ド

・

ド
ラ
フ
ト
現
象
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
布
や
板
な
ど
で
、

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
隠
す
カ
ー
テ

ン
ボ

ツ
ク
ス
が
効
果
的
で
す
。　
つ

ま
り
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
と
窓
の

す
き
間
を
埋
め
て
、
保
温
効
果
を

高
め
る
の
で
す
。

（じ

‐
０

い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

に
も
磁
石
が

一
役
買
い
ま
す
。
カ

ー
テ
ン
の
合
わ
さ
る
部
分
に
磁
石

を
縫
い
込
め
ば
、
磁
石
同
士
が
く

っ
つ
い
て
す
き
間
を

つ
く
れ
ま
せ

ん
。磁
石
の
代
わ
り
に
な
る
の
は
、

す
き
間
か
ら
逃
げ
る
の
を
防
ぐ
の

で
、
冬
は
暖
房
効
果
を
、
夏
は
冷

房
効
果
を
助
け
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
使
う
と
、

窓
と
の
間
に
す
き
間
が
で
き
ま
す
。

冬
で
あ
れ
ば
こ
こ
に
冷
た
い
空
気

が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
暖

重
し
と
磁
石
で

一
工
夫

南
阿
蘇
の
食
文
化
を
幅
広
＜
Ｐ
Ｒ
す
る
、
９３
南
阿

蘇

「食
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
十
月
三
十

一
日
、

南
阿
蘇
国
民
体
暇
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
Ｅ
新
し
い
食
の
ふ
る
さ
と
を
根
づ
か
せ
よ
う

と
、
「食
の
ふ
る
さ
と
讀
つ
り
」
実
行
委
員
会

（今
村

博
信
委
員
長
）
が
行
っ
た
も
の
で
、
〈フ
年
が

一
回
目
。

会
場
と
な
っ
た
体
暇
村
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ツ
ジ
で
は
、

県
内
外
か
ら
家
族
連
れ
や
若
者
な
ど
約
二
千
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

以
前
、
南
阿
蘇
を
訪
ね
た
観
光
客
に

「南
阿
蘇
の

イ
メ
ー
ジ
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
ビ
ー
フ
」
と
イ

メ
ー
ジ
し
た
人
が

一
番
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

〈フ
回
は
、
肥
後
牛
南
阿
蘇
ビ
ー
フ
を
メ
イ
ン
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
外
、
地
酒
や
新
鮮
野
菜
の
即
売
、

南
阿
蘇
の
特
産
品
の
即
売
、
そ
ば

・
だ
ご
汁
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
も
南
阿
蘇
の
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

フ
ア
ス
ナ
ー
で
す
。
カ
ー
テ
ン
の

合
わ
せ
目
に
面
フ
ア
ス
ナ
ー
を
い

く
つ
か
縫
い
つ
け
て
お
く
の
で
す
。

カ
ー
テ
ン
を
合
わ
せ
た
と
き
に
フ

ア
ス
ナ
ー
を
開
め
る
と
、
す
き
間

が
な
く
な
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
は
、

合
わ
さ
る
だ
け
で
部
屋
の
空
気
が

イ
ベ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
風
鎮
太
鼓
と
バ
ン
ド
演
奏

●   ●

●   ●

☆ 抱負を聞かせて <ださい

牛肉の市場開放に続いて、米の市場開

放が話題になり、農業の危機が叫ばれて

いますが、負けないように農業に取り組

んで行きたい。

☆ 今、いちばんや りたいことは

はやく嫁さんを見つけたい。

☆ どんな町 |こなつてほしいですか

今の高森町はすばらしいと思う。

でも、観光地としてのイメージは強い

が、若者が遊べる場がほしい。

さン合※
いサが都°
|あ合
ビリに
⌒スまよ

(13)

人気の高かった南阿蘇 ビーフ

地酒につい「おいしい」

〔。)

tt

日

１２
月
‐２
日
　
立

４
１２
月
１９
日
　
み

１２

月

２３

日

１２

月

２６

日

１

月

１

日

１

月

２

日

１

月

３

日

療

か

ま

珍

時

時

病
　
院

０

１

１

１

み

阿

蘇

野
`ヽ
密

`(181)

午 後ら

で

(2)

カ
部 l
屋テ
のン
保で
温

プロフィール

■勤務先

■趣 味
■ Iれ液型

農准

ボーリング

やさしいタイプのB型

期間 平成5年 12月 21日 (火 )から
平成6年 1月 3日 (月 )まで

年末年始の
防

93南
唸 .

感
～

“
ロ

ワ



お 知 ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

■
と
　
き
／
１２
月
２２
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

税
理
士

・
安
達
孝
雄
さ
ん
に
よ

る
無
料
税
務
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。

税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
／
１２
月
１８
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
重
度
の
後
遺

症
が
残

っ
た
方
の
お
子
さ
ま
に
、

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／
０
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
供

■
申
込
者
／
そ
の
子
供
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者

■
金
　
額
／
は
じ
め
に

一
時
金
十

四
万
六
千
円
、
貸
付
期
間
中
毎
月

一
万
八
千
円
、
入
学
支
度
金

（小

。
中
学
入
学
時
）
四
万

一
千
円

■
期
　
間
／
貸
付
が
決
定
し
た
日

か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

■
利
　
子
／
無
利
子

■
返
　
還
／
割
賦
に
よ
る
無
理
の

な
い
、
二
十
年
以
内
の
均
等
払
い

で
す
。

■
返
還
猶
予
／
中
学
校
卒
業
後
、

高
校

・
大
学
等
に
進
学
し
た
場
合

に
は
、
在
学
期
間
は
返
還
を
猶
予

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
熊
本
支
所

（
８
０
９
６

・
３
２
２

・
５
２
２
９
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
働
き
た
い
女
性
の
た

め
に
、
就
業
に
必
要
な
技
術
の
修

得
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

■
科
　
目
／
ワ
ー
プ

ロ

■
期
　
間
／
平
成
６
年
１
月
１７
日

か
ら
２
月
２２
日
の
毎
週
月

・
火

・

木

・
金
曜
日
の
午
前
１０
時
か
ら
午

後
４
時

（１
日
５
時
間
）
ま
で

■
受
講
資
格
／
受
講
後
就
業
を
希

望
す
る
女
性

■
受
講
料
／
無
料

（た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担
）

■
定
　
員
／
２０
名

■
会
　
場
／
熊
本
県
女
性
職
業
セ

ン
タ
１
３
階
講
習
室

（熊
本
県
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
受
付
期
間
／
１２
月
１５
日
（水
）
か

ら
１６
日
（木
）
の
午
前
９
時
３０
分
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
熊
本
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
熊

本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

（
８
０

９
６

。
３
５
４

・
２
３
０
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
づ
く
り
の
音
楽
会

「
町
民
音
楽
祭
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
の
際
に
源
泉
徴

収
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の

一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ

の
年
の
給
与
額
に
対
す
る
年
税
額

と
の
過
不
足
額
は
、
そ
の
年
最
後

の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
際
の

「年
末
調
整
」
に
よ

っ
て

清
算
さ
れ
ま
す
。

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

こ
の

「年
末
調
整
」
に
よ

っ
て
そ

の
年
の
納
税
が
済
み
ま
す
の
で
、

改
め
て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
与
の
収
入
金
額
が

一
千
五
百
万
円
を
越
え
る
方
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

越
え
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
、　
マ
イ
ホ
ー
ム
を

新
築
又
は
購
入
さ
れ
た
り
、
増
改

築
さ
れ
た
り
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

高
森
小
児
童
に
よ
る
レ
ガ
ツ
タ
「大
き
な
か
ぶ
」

ピ
ア
ノ
の
独
奏
を
す
る
内
田
夕
子
さ
ん

.4 h * Lh 4 * 4 ** * 4 q * * @ **h *' * * h *

芸術の祭典

文 化 祭
町民音楽祭

濾輻臨:__暉学

住
民
の
文
化
活
動
を
　
堂
に

展
示
す
る
高
森
町
文
化
祭
が
十

一
月
二
日

・
三
日
の
両
日
、
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
で
二
十
五
回
を
迎
え
た

文
化
祭
に
は
、
手
芸
や
絵
画
、

写
真
、
書
道
、
盆
栽
、
生
け
花

な
ど
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
引
い
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
日
に
は
「手

づ
く
り
の
音
楽
会
」
町
民
音
楽

祭
が
高
森
中
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
、
約
七
百
人
の
聴
衆
が
会

場
に
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
三
団
体

・
個
人

約
二
百
人
が
出
演
。
訪
れ
た
聴

衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

例
年
行
わ
れ
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
表
彰

●

●   ●

●

会
場
で
行
わ
れ
た
造
花
作
り
の
実
演25回 目を迎えた高森町文化祭

高森幼稚園による器楽演奏

(12)(3)

年
　
　
金

税
　
務

（無
料
）

育

成

資

金

閂陶陶
■と き 平成6年 1月 3日

午前10時

■ところ

林業総合センター
■新成人該当者

昭和48年 4月 2日 から昭和49年

4月 1日 までに生まれた人

なお、成人者該当者名簿を10月 31

日現在で住民基本台帳より作成 し、

別に回覧しますので、ご確認くださ

い。大学や就職等で高森町を離れて

いて、本町の成人式に参加を希望さ

れる方、また、名簿もれや氏名等に

間違いのある方は、12月 20日 までに

教育委員会 (容② llll)ま でご
連絡ください。

今年の成人式

技

術

講

習
会

年末・年始の犯罪 と事故防止

(12月 l日 ～ l月 中旬 )

ツ

12/15日 (水 )12/24日 (金)   時間9時～15時
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題「よみがえつた恐竜王国」

健吾 くん

裕輔 くん

久美 さん

3年

井上

4年

本田

本田

題「うちの子 うし」

1年

二子石 さやか さん 児
童
手
当
の

．
し
，
＜

み

―
●
●
●
―
．　
　
―

●
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
で
、
前
年

（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々

年
）
の
収
入
が

一
定
の
額
未
満
の

場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
四
年

一
月
か
ら
制
度
の
改

正
が
行
わ
れ
、
支
給
対
象
と
な
る

年
齢
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い

こ
と
は
町
役
場
町
民
福
祉
課
年
金

係

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
特
例
給
付
と
は

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
い
被
用
者

（厚
生
年
金
等
に

加
入
し
て
い
る
人
）
又
は
公
務
員

に
つ
い
て
、
そ
の
人
の
前
年

（
一

月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い

て
は
前
々
年
）
の
収
入
が

一
定
の

額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
特
別
給

付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
給
付
の
支
給
額
に
つ
い
て

、
児
童
手
当
の
場
合
と
同
じ
で

請
求
の
方
法

■

児
童
手
当

（特
別
給
付
を
含
み

ま
す
）
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
児
童
手
当
認
定
請

求
書
を
町
役
場
年
金
係

（公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）
の
窓
口
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請

求
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
け
ら

れ
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
う
な
届
出

●
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
―
現
況

届受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月
中

に
児
童
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
を
提
出
し

な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
、

六
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
他
の
市

（
区
）
町
村
に
住
所
が

変
わ

っ
た
と
き

本
町

へ
転
入
し
た
と
き
は
、
前

の
市

（区
）
町
村

へ
受
給
事
由
消

滅
届
を
、
本
町

へ
は
認
定
請
求
書

（手
続
き
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

本
町
か
ら
転
出
す
る
場
合
は
、

本
町

へ
受
給
事
由
消
滅
届
を
、
新

新
鮮
　
食
卓
飾
る
花
サ
ラ
ダ

意
気
投
合
　
ア
ン
チ
巨
人
が
飲
み
明
か
す

猫
か
ぶ
り
　
好
か
ん
笛
に
も
踊
り
よ
る

意
気
投
合
　
そ
の
ま
ま
乗

つ
た
レ
ー
ル
バ
ス

意
気
投
合
　
や

っ
と
物

ェ
な
る
猿
回
し

寝
耳
に
水
　
知
ら
ん
叔
母
か
ら
来
る
遺
産

新
鮮
　
飛
沫
も
美
味
ア
う
た
せ
舟

新
鮮
　
お
酌
す
る
手
の
震
え
よ
る

猫
か
ぶ
り
　
入
籍
さ
せ
て
貰
う
ま
で

冷
え
込
う
で
　
婆
も
雀
も
ま
ん
丸
イ

し
い
市

（区
）
町
村

へ
は
認
定
請

求
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
手
当
て
の
額
が
増
え
る
と
き

額
改
定
請
求
書
を
遅
れ
な
い
よ

う
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
そ
の
他
の
届

同
じ
市

（区
）
町
村
で
受
給
者

又
は
児
童
の
住
所
が
変
わ

っ
た
と

き
、
手
当
の
額
が
減
る
と
き
、
手

当
の
支
給
が
変
わ
る
と
き
、
特
別

給
付
の
受
給
者
の
方
が
被
用
者
で

な
く
な

っ
た
と
き

（会
社
を
退
職

し
て
厚
生
年
金
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
場
合
な
ど
）
な
ど
に
は
、
受

給
事
由
消
滅
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　
一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

（菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
蕗
子

松
岡
　
信
子

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

す は
（
０

⌒

0

●   ●

●   ●

C

●
Ｒ
イ
´

担任の西岡美穂先生がら…写生大会でさ

やがさんの家の子牛を描きました。子牛の

愛らしい感じがよく出ています。クレバス

の使い力も工夫していていいですね。

担任の市原由美先生がら…新聞紙を手で

ちぎつてはり、恐竜王国を作りました。今

|こも恐竜達づ飛び出してきそうです。迫力

| ある恐竜王国の様子がよ<出ていますね。

市町ネす役場
肥

後

狂

旬

（阿
蘇
御
神
火
会
）

捨
猫
の
今
日
も
来
て
鳴
く
背
戸
の
秋

み
佛
に
色
あ
れ
こ
れ
と
小
菊
か
な

七
五
三
手
を
添
え
て
振
る
神
の
鈴

石
蕗
咲
い
て
静
け
き
寺
苑
句
碑
を
訪
ふ

山
の
端
に
半
月
淡
く
鳥
渡
る

球
渓
の
碑
を
訪
い
秋
を
惜
し
み
け
り

小
春
日
の
今
日
を
大
事
に
阿
蘇
住
い

時
雨
て
は
稚
児
行
列
を
乱
し
け
り

山
茶
花
の
咲
く
道
今
日
も
通
う
道

白
う
つ
ろ
古
墳
の
丘
の
返
り
花

(4)

岩 馬 平 古
下 原 田 庄
ル

扶 要 り 泰
美 子 子 子

(11)

車部北部小学校

3れ未満

未満
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み
ん
な
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写真 をご希望 の方は .

広 報係 へ ご連絡下 さい

● 2111,

人
権
作
文

「
地
鳴
」
か
ら

み
な
さ
ん
は
、
人
か
ら
差
別
さ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た

と
え
ば
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
あ
だ

名
を
言
わ
れ
た
り
悪
口
を
言
わ
れ

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ぼ
く
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
さ

れ
ま
し
た
。
友
達
た
ち
か
ら
気
に

し
て
い
る
あ
だ
名
や
い
っ
て
ほ
し

く
な
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
と
か
教
室
に
入
ろ
う
と

し
た
ら
、
い
き
な
り
五
～
六
人
で

窓
や
ド
ア
を
し
め
ら
れ
た
こ
と
で

す
。ぼ
く
は
、
仕
返
し
を
し
て
や
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か

今
、
思
う
こ
と

も
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

人
の
気
持
ち
を
考
え
、
差
別
し
て

い
る
と
気
づ
き
、
人
の
い
や
が
る

こ
と
は
や
め
た
い
で
す
。

今
ま
で
、
み
な
さ
ん
は
絶
対
に

差
別
を
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で

す
。
も
う

一
度
考
え
な
お
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
は
、
人
を
い
じ
め
て

そ
の
い
じ
め
た
人
の
気
持
ち
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
自
分
が
い

じ
め
ら
れ
た
子
の
立
場
に
な

っ
た

ら
ど
う
で
す
か
。

ぼ
く
も
こ
れ
か
ら
は
、
弱
い
も

の
い
じ
め
や
ケ
ン
カ
な
ど
を
、
ど

う
し
て
し
て
し
ま
う
の
か
を
考
え
、

自
分
自
身
に
足
り
な
い
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
ま
た
、

そ
う
い
う
こ
と
を
や

つ
て
い
る
人

を
見
た
ら
、
は
つ
き
り
注
意
で
き

る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

もう申請は済まされましたか。

児童手当
1人目め子どもから支給。

草部中学校 2年

桐原 信悟 くん

と
い
う
と
、
と

っ
て
も
い
や
で
く

や
し
く
て
、
く
や
し
く
て
、
た
ま

ら
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
も
う
そ

の
日
は
ゞ
家
に
か
え

っ
て
も
頭
が

ガ
ン
ガ
ン
し
て
何
も
や
る
気
が
お

こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
の
気
持
ち
を
み

ん
な
に
わ
か

つ
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
ん
な
時
、

ど
ん
な
気
持
ち
が
し
ま
す
か
。
ど

ん
な
こ
と
を
思
い
ま
す
か
。

ぼ
く
自
身
も
今
ま
で
気
づ
か
な

い
う
ち
に
、
い
じ
め
て
し
ま

っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

友
達
ど
う
し
床
に
ゴ

ロ
ゴ

ロ
こ

ろ
が
り
な
が
ら
じ
や
れ
あ

っ
て
い

て
、　
一
人
の
子
が

「や
め
ろ
。
や

め
ろ
」
と
言

っ
て
い
る
の
に
、
ぼ

く
は
床
に
押
し
つ
け
た
り
し
て
ぜ

ん
ぜ
ん
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ん
で
そ
れ
に
気
が

つ
か
な
か

っ
た
ん
だ
ろ
。う
と
、
今
に
な

っ
て

支 給 対 象 >

支 給 期 間 >

支 給 金 額 >

第 1子以降

3歳 未 満

第 1子

第 2 子

第3子以降

5,000円 (月額 )

5,0ロロ円 (月額 )

10,口DD円 (月額 )

●   ●

●   ●

ただし、支給期間に関しては次のような経過措置があります。

平成 3年 1月 2日以後に生まれた児童

第

２

子

以

降

児童手当は児童を養育する人に手当を支給することにより、家庭における生活の安定と

次代の社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上を目的としています。■児童手当とは

①高根切川河川等災害特定関連事業

(工期 平成 5年11月 12日 ～平成 6年 3月 10日 )
15,553,000円    資)石 原1 建‐ 設

②高森町温泉館敷地造成工事

(工期 平成 5年11月 12日 ～平成 6年 2月 28日 )
16,655,100円   閉草 村 企 業

③奥阿蘇キャンプ場管理棟新築工事

(平成 5年 11月 12日 ～平成 6年 3月 22日 )
30,900,000円   下 田 工 務 店

④味鳥・多々野線道路舗装工事

(工期 平成 5年 11月 25日 ～平成 6年 3月 20日 )
24,200,000円  m草 村道路建設工業

⑤国道325号線改良工事に係る大仲野地区水道移設

工事 (工期 平成 5年 11月 19日 ～平成 6年 3月
15日 ) 5,634,100円    (有)平 田 電 工

「

~=¬

囚

第 1子

5歳の誕生日の属する用分まで支綸昭和62年 4月 1日～昭和62年12月 31日生まれの児童

平成4年 12用分まで支綸昭利63年 1月 1日～昭和63年12月 31日生まねの児童

モ
ン
タ
ナ
便
リ
　
　
　
ロ
ロ
盟
升
め
当
日

魅
力
あ
る
フ
ラ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
郡
　
同

今
回
は
、
モ
ン
タ
ナ
州
フ
ラ

ッ
ド

ヘ
ッ
ド
郡
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ラ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド
郡
は
モ
ン

タ
ナ
州
の
北
西
部
に
位
置
し
、

ロ
ツ
キ
ー
山
脈
の
真
直
中
に
あ

る
。
北
は
カ
ナ
ダ
国
境
に
接
し

て
お
り
、
北
東
部
は
氷
河
と
湖

で
有
名
な
グ
レ
シ
ヤ
ー
国
立
公

園
が
あ
る
。
ま
た
南
は
西
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
最
大
の
淡
水
湖

（
フ
ラ
ッ
ド

ヘ
ッ
ド
湖
）
に
接

し
て
い
る
。
郡
名
は
イ
ン
デ
ア

ン
の
地
名
か
ら
来
た
も
の
で
『平

ら
な
顔
』
の
意
味
。

気
候
は
大
陸
性
気
候
特
有
の

気
温
の
差
が
あ
る
。
こ
の
地
域

は
、
太
平
洋
の
湿

っ
た
空
気
の

影
響
を
受
け
る
た
め
、
他
の
地

域
に
比
べ
て
夏
は
雨
が
多
く
冬

に
は
雪
が
多
く
降
る
。

こ
の
た
め
夏
は
農
業
に
適
し

て
お
り
、
冬
は
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。

郡
の
経
済
は
、
自
然
を
利
用

後

藤

正

三

し
た
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
産
業

（
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）
に
年
間

三
十
五
万
人

・
観
光
産
業

（グ

レ
シ
ヤ
ー
国
立
公
園
）
に
年
間

二
百
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
、
農
業

・
畜
産

・
林
業

・
製
造
業
も
盛
ん
で
あ
る
。
モ

ン
タ
ナ
州
内
で
は
、
経
済
成
長

率
が

一
番
伸
び
て
い
る
地
域
で

も
あ
る
。

教
育
は
、
公
立
高
校
四
校
、

公
立
小
学
校
三
十
五
校
と
私
立

学
校
十

一
校
が
あ
る
。
こ
の
地

域
の
教
育
水
準
は
モ
ン
タ
ナ
州

内
で
も
高
く
、
フ
ラ
ッ
ド

ヘ
ッ

ド
高
校
は
国
の
優
秀
校
の
承
認

を
受
け
た
州
内
で
最
初
の
高
校

で
あ
る
。

魅
力
あ
る
風
景
と
素
晴
ら
し

い
生
活
環
境
は
、
多
く
の
人
々

を
引
き
付
け
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
は
数
少
な
い
毎
年

発
展
し
て
い
る
地
域
の

一
つ
で

あ
る
が
、
人
口
増
加
に
よ
る
住

宅
難
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

4歳の誕生日の属する用分まで支綸平成元年 4月 1日～平成元年12月 31日生まれの児童

平成5年 12月分まで支給平成 2年 1月 1日～平成 2年12月 31日生まれの児童

3歳の誕生日の属する月分まで支綸平成 3年 1月 1日以後 |こ生まれた児童

オL
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西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
初
日

の
十

一
月
九
日
、
高
森
幼
稚
園
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空

で
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
駅
前
広

場
で
園
児
た
ち
は
、
『
僕
た
ち
私
た

ち
は
、
ぜ

っ
た
い
に
火
遊
び
を
し

ま
せ
ん
』
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、

元
気
よ
く
パ
レ
ー
ド
に
出
発
し
ま

し
た
。
火
災
の
多
く
な
る
こ
の
時
期
に
、

全
国

一
斉
に
運
動
が
展
開
さ
れ
る

も
の
で
、
町
消
防
団
や
消
防
署
の

協
力
を
得
て
、
火
災
予
防
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

柔
軟
な

お
顔
立
ち
と
体

つ
き

全
身
金
色
で
等
身
大

の
千
手
観
音

ス
ギ
山
に
す

っ
ぽ
り
と
包
ま
れ

た
垂
玉
寺
は
、
石
段
を
は
じ
め
瓦

の

一
枚

一
枚
ま
で
苔
む
し
て
お
り
、

長
い
風
月
と
と
も
に
外
界
と
完
全

に
さ
え
ぎ
ら
れ
た
雰
囲
気
が
流
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
苔
を
踏
み
し

め
て
石
段
を
上
が
り
、
拝
殿
入
り

口
ま
で
近
づ
き
そ

っ
と
戸
を
開
け

て
み
ま
し
た
。

ま

っ
暗
な
闇
に
、
戸
を
開
け
る

ほ
ど
に
差
し
込
む
光
に
浮
か
び
上

が

つ
て
き
た
の
は
、
目
を
み
は
る

ほ
ど
の
千
手
観
音
立
像
で
し
た
。

輪
状
の
光
背
を
持
ち
、
全
身
に
あ

ざ
や
か
な
金
色
が
ぬ
ら
れ
て
お
り
、

田
尾
安
志
さ
ん
を
招

い
て

二
回
目
の
野
球
教
室

今
年
で
二
回
目
を
迎
え
た
野
球

教
室
が
十

一
月
十
四
日
、
高
森
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し

た
。野
球
の
技
術
向
上
と
野
球
を
通

し
て
健
全
で
豊
か
な
明
る
い
青
少

年
を
育
成
し
よ
う
と
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
が
行

っ
た
も
の
で
、

町
内
外
か
ら
小
中
学
生
約
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
も
元
プ

ロ
野
球
選
手
の
田

尾
安
志
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
た

そ
の
大
き
さ
は
お
よ
そ
等
身
大
で

す
。背
中
か
ら
伸
び
た
手
に
は
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
の
願
い
が

聞
け
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ノ
や

剣
、
薬

つ
ば
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
品

物
を
持
ち
、
そ
の
偉
容
を
誇

っ
て

い
ま
す
。
全
体
的
に
は
、
柔
和
な

お
顔
立
ち
と
体

つ
き
を
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
左
側
に
高
さ
約

一

メ
ー
ト
ル
の
不
動
明
王
が
立

っ
て

い
ま
す
が
、
ま

っ
赤
な
光
背
が
ま

っ
黒
い
体
と
見
事
に
調
和
し
て
い

ま
す
。

毘
沙
門
天
が

い
る
は
ず
の
右

側
に
は
、
親
し

み
あ
る
地
蔵
菩

薩
が
立

っ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら

も
金
色
に
塗
ら

れ
て
お
り
、
光

背
が

つ
い
て
手

に
は
錫
杖

（し

や
く
じ
ょ
う
）

を
持

つ
そ
の
姿

は
と
て
も
や
さ
し
く
そ
の
う
え
り

り
し
く
見
え
ま
す
。
こ
う
し
て
み

ま
す
と
御
堂
周
り
の
雰
囲
気
と
は

裏
腹
に
、
こ
こ
に
は
華
や
い
だ
空

気
さ
え
漂

っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
そ
ん
な
別
世
界
に
わ
か
れ
る

た
め
、
そ

つ
と
戸
を
閉
め
ま
し
た
。

さ
て
、
最
後
の

一
カ
所
三
十
三

番

「栃
木
寺
」
へ
と
向
か
い
ま
す
。

場
所
も
わ
か
ら
な
い
た
め
、
栃
木

地
区
の
区
長
を
さ
れ
て
い
る
笠
野

幸
康
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
、

稲
刈
リ
シ
ー
ズ
ン
で
忙
し
い
な
か

に
、
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
笠
野
さ
ん
に
案
内
さ
れ

た
と
こ
ろ
は
、
栃
木
公
民
館
か
ら

東

へ
約
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

北

へ
入

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

山
手
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
栃
木

天
満
官
の

一
角
に
栃
木
寺
は
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
真
新
し
い
御

堂
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

話
に
よ
り
ま
す
と
、
何
で
も
こ

の
二
十
二
番
栃
木
寺
は
以
前
小
山

旅
館
内
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
現
在
立

野
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
小

山
旅
館
な
ど
は
そ
れ
に
伴

っ
て
移

転
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
ま
で
小
山
旅
館

に
あ

っ
た
と
き
、
折
か
ら
の
台
風

十
九
号
が
も
た
ら
し
た
集
中
豪
雨

の
影
響
で
、
崖
崩
れ
が
発
生
し
御

堂
の
半
分
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
こ
の
栃
木
寺

も
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

す
が
、
栃
木
地
区
の
み
な
さ
ん
の

総
意
と
全
面
的
な
協
力
に
よ

っ
て

こ
の
地
が
安
住
の
地
と
な

っ
た
わ

け
で
す
。

ま
た
、
す
こ
し
高
台
に
建
て
ら

れ
て
い
る
た
め
遠
く
か
ら
も
よ
く

目
立
ち
、
隣
に
あ
る
天
満
官
と
と

も
に
よ
り
多
く
の
人
々
の
目
に
ふ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ど
ち
ら
も
こ

の
地
区
の
守
護
神
と
な
る
こ
と
で

し
よ
う
。

新
し

い
御
堂
建
設
で
は
、

こ
れ

ま

で
の
古

い
御
堂

の
材
料
が
随
所

に
使
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
面
影

を
あ
ち

こ
ち
に
残
し
て
い
ま
す
。

三十二番垂玉寺の千手観音

家庭教育講演会で行われた公開講座

●   ●

●   ●

町内をパレー ドする幼年消防クラブ

田尾さんの指導のもとキャッチボールをする参加者

研修会で体験発表をされる甲斐さん

(9)

思
春
期
t、_

は
親
子
の
話
し
ノヽ
I車

い
■ ゛

力｀

大
事

幼
児
や
小
中
学
生
の
子
供
を
持
つ
保
護
者

を
対
象
に
し
た
家
庭
教
育
講
演
会
が
十

一
月

十
四
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
の
講
演
会
は
、
熊
本
女
子
大
学
公
開

講
座
と
し
て
行
わ
れ
、
約
四
十
人
の
保
護
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
、
文
学
部
助
教
授
の

山
本
昌
央
先
生
か
ら

『
思
春
期
の
子
供
を
持

つ
親
の
戸
惑
い
』
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
先
生
は
、
小
学
生
高
学
年
に
な
る
と 家

庭

教

育

講

演

会

親
の
気
持
ち
と
子
供
の
気
持
ち
が
離
れ
て
く

る
。
子
供
の
気
持
ち
の
変
化
に
気
付
か
な
い

と
、
親
と
子
の
衝
突
が
あ
る
。
思
春
期
に
な

る
と
子
供
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
に
出
そ

う
と
し
な
く
な
る
な
ど
と
話
が
あ
り
、
子
供

の
気
持
ち
を
理
解
し
た
話
し
合
い
が
重
要
で

あ
る
と
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
生
活
科
学
部
教
授
の
米
沢
和
彦

先
生
か
ら

『
現
代
社
会
と
青
少
年
問
題
』
に

つ
い
て
溝
話
が
あ
り
、
参
加
者
も
メ
モ
を
取

る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
十
二
年
。
年
金
委
員
を
し
て

い
て
受
け
た
相
談
や
保
険
料
収
納

な
ど
、
実
例
を
交
え
た
体
験
談
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ス
ト

レ
ツ
チ
体
操
の
後
、
走
塁
や
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
実
技
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
み
ち
さ
ん

年
金
委
員
研
修
で
体
験
発
表

平
成
五
年
度
国
民
年
金
委
員
研

修
会
が
十

一
月
十
九
日
、
熊
本
市

で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
本
町

・
永

野
原
の
甲
斐
み
ち
さ
ん
が
年
金
委

員
を
代
表
し
て
体
験
発
表
を
さ
れ

ま
し
た
。

研
修
会
は
、
熊
本
県
が
国
民
年

金
事
業
の

一
層
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
ら
た
も
の
で
、
体

験
発
表
が
行
わ
れ
た
の
は
今
年
が

初
め
て
。

甲
斐
さ
ん
は
、
年
金
委
員
を
さ

新しく建てられた栃木寺

(6)
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四
回
に
わ
た
り
ま
し
て
、農
地

の
貸
し
借
り

ｏ
売
買
等
に

つ
い

て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
そ
れ
に
伴
い
ま
す
税

金
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
最

初
は
、
贈
与
税
か

ら
紹
介
致
し
ま
す
。

贈
与
税
は
、
贈

与
に
よ
り
取
得
し

た
財
産
及
び
贈
与

に
よ
り
取
得
し
た

と
見
な
さ
れ
る
財

産
に
対
し
課
税
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、

課
税
価
格
は
、
そ

の
年
の

一
月

一
日

か
ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に

贈
与
に
よ

っ
て
取
得
し
た
財
産

の
価
格
の
合
計
額
に
よ

っ
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
基
礎
控
除
が
六

十
万
円
あ
り
ま
す
が
、
贈
与
を

受
け
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十

万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
贈
与
税

r仄、
ヽヽ・′ノ

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

贈
与
税
の

特
別
措
置
に
つ
い
て

ま
ず
、

一
括
贈
与
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

農
業
を
営
む
個
人
が
、
推
定

相
続
人
の
う
ち
の

一
人
に
農
地

の
全
部
な
ら
び
に
採
草
放
牧
地

及
び
準
農
地
の
そ
れ
ぞ
れ
三
分

の
二
以
上
を
贈
与
し
た
場
合
は
、

担
保
の
提
供
を
条
件
と
し
て
贈

与
者
の
死
亡
時
ま
で
の
贈
与
税

の
納
税
を
猶
予
し
、
贈
与
者
が

死
亡
し
た
場
合
に
そ
の
贈
与
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る

に
は
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

０
　
贈
与
者
は
、
贈
与
の
日
ま

で
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業

を
営
ん
で
い
た
個
人
で
あ
る

こ

と

。

②
　
受
贈
者
は
、
贈
与
税
が
農

業
の
用
に
供
し
て
い
た
農
地
、

採
草
放
牧
地
又
は
、
こ
れ
ら

と
と
も
に
準
農
地
を
取
得
し

た
者
で
、
次
の
要
件
の
す
ベ

て
を
満
た
し
て
お
り
、
農
業

委
員
会
が
証
明
し
た
個
人
で

あ
る
こ
と
。

①
　
贈
与
者
の
推
定
相
続
人
の

一
人
で
、
そ
の
贈
与
の
あ

っ

た
日
に
お
い
て
年
齢
が
十
八

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
　
そ
の
取
得
の
日
ま
で
三
年

以
上
引
き
続
い
て
農
業
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
。

③
　
そ
の
贈
与
に
よ
る
農
地
等

の
取
得
後
、
速
や
か
に
そ
の

農
地
等
に
係
る
農
業
経
営
を

行
う
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
括
贈
与
の

納
税
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る

も
の
は
、
三
年
ご
と
に
納
税
猶

予
の
継
続
届
出
書
の
提
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
更

に
納
税
猶
予
に
は
、
打
ち
切
ら

れ
る
場
合

（全
部
と

一
部
）
が

あ
り
ま
す
。

全
部
の
場
合
は
次
の
と
お
り

で
す
。

田
　
対
象
と
な

っ
た
農
地
の
面

積
の
二
〇
％
超
を
譲
渡
し
た

場
合
。

②
　
対
象
と
な

っ
た
農
地
の
面

積
の
二
〇
％
超
を
転
用
し
た

り
、賃
借
し
た
り
し
た
場
合
。

０
　
対
象
と
な

っ
た
農
地
に
係

る
農
業
経
営
を
廃
止
し
た
場

〈
口
。

四
　
三
年
ご
と
の
継
続
届
出
書

が
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
。

同
　
贈
与
者
の
推
定
相
続
人
に

該
当
し
な
く
な

っ
た
場
合
。

一
部
が
打
ち
切
ら
れ
る
場
合

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

田
　
対
象
と
な

っ
た
農
地
の
面

積
の
二
〇
％
以
下
を
譲
渡
し

た
場
合
。

②
　
対
象
と
な

っ
た
農
地
の
面

積
の
二
〇
％
以
下
を
転
用
し

た
り
、
賃
借
し
た
り
し
た
場

〈
口
。

国
　
収
用
等
に
よ
り
、
や
む
を

え
ず
農
地
を
譲
渡
し
た
場
合
。

以
上
の
よ
う
に
、
全
部
に
つ

い
て
打
ち
切
ら
れ
る
場
合
に
は

納
税
猶
予
額
の
全
部
を
、　
一
部

に
つ
い
て
打
ち
切
ら
れ
る
場
合

は
、
該
当
す
る
面
積
分
の
金
額

を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
申
告

期
限
か
ら
の
利
子
税
も
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り ●

●

「紅
白
歌
合
戦
の
と
り
を
務
め

る
歌
手
が
決
ま

っ
た
」
と
ぃ
ぅ
と

き
の

「と
り
」
は
、
最
後
を
締
め

く
く
る
役
を
指
し
ま
す
。

宴
席
で
、
最
後
に
回
す
納
め
の

杯
を

「と
り
の
杯
」
と
い
う
地
方

も
あ
り
ま
す
が
、
「と
り
を
務
め
る
」

と
い
え
ば
、
も
と
は
寄
席
の
用
語

で
し
た
。

寄
席
で
最
後
に
出
演
す
る
主
任

格
の

「真
打
」
が

「と
り
」
。
落
語

家
の
資
格
に
は
、
見
習

。
前
座

・

ニ
ツ
ロ

・
真
打
の
四
つ

が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は

真
打
の
前
に
、
三
ツ
ロ

や
準
真
打
が
あ

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

寄
席
の

「と
り
」
は
、

真
打
が
そ
の
夜
の
収
入

を
全
部
取
り
、
出
演
し

た
芸
人
た
ち
に
分
け
た
こ
と
か
ら

と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
が
、
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「と
り
」
と
同
じ
く
最
後
の
役

を
務
め
る
も
の
で
も
、
「し
ん
が
り
」

と
い
え
ば
、
最
後
尾
に
あ

っ
て
追

つ
て
く
る
敵
軍
を
防
ぐ
部
隊
の
こ

と
で
、
「後
駆
」
か
ら
変
化
し
た
言

葉
。剣
道
や
柔
道
の
試
合
で
、
最
後

に
登
場
す
る
主
将
を
指
す
こ
と
も
　
の

あ
り
ま
す
。



機 醸

町
の
話
題

話題があ りま

した ら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係

(雷②llll)

高森小5年

土村麻衣子さん

グランプリに選ばれた土村さんの作品

グ

ラ

ン
プ

リ

に
土
村
麻

衣
子

さ
ん

（覇
森
掛
）

風
鎮
祭
ち
び

っ
子
ス
ケ
ツ
チ
大
会

平
成
五
年
度
風
鎮
祭
熊
日
ち
び

っ
子
ス
ケ

ッ
チ
大
会

（熊
日

ｏ
高
森
町

・
町
商
工
会
共

催
）
の
表
彰
が
十

一
月
二
日
、
町
役
場
に
関

係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ケ

ッ
チ
大
会
は
、
高
森
町
を
中
心

と
し
て
行
わ
れ
る
風
鎮
祭
諸
行
事

（造
り
物

や
各
種
演
芸
な
ど
）
の

一
環
と
し
て
、
ま

つ

り
や
郷
土
の
身
近
な
生
活
の
様
子

（盆
踊
り

。
村
祭

・
キ
ヤ
ン
プ
な
ど
）
を
画
題
に
募
集

し
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
十

一
月
開
か
れ
る

町
文
化
祭
で
表
彰
、
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
ス
ケ

ッ
チ
大
会
に
は
、
町
内
外
の

小
学
校

・
保
育
園

・
幼
稚
園
か
ら
六
百
十
五

人
が
作
品
を
出
品
。
審
査
の
結
果
、
土
村
麻

衣
子
さ
ん
が
熊
日
賞
に
輝
い
た
の
を
は
じ
め
、

高
森
町
賞
な
ど
特
選
十
四
人
に
表
彰
状
と
楯

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
選
三
十
人
、
佳
作
六
十
人
、
奨

励
賞
十
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
賞
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
選
入
賞
者
は
次
の
通
り
。
（敬
称
略
）

▽
熊
日
賞
　
土
村
麻
衣
子

（高
森
小
五
年
）

▽
文
化
協
会
賞
　
荻
洋
枝

（高
森
小

一
年
）

▽
高
森
町
賞
　
岩
下
幸
晃

（色
見
小
五
年
）

▽
町
議
会
賞
　
津
留
美
鈴

（高
森
小
六
年
）

▽
町
商
工
会
賞
　
佐
藤
博
美

（高
森
小

一
年
）

▽
町
教
育
委
員
会
賞
　
森
田
あ
ゆ
み

（高
森

小
二
年
）
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
　
志
柿

裕
次
郎

（高
森
小
五
年
）
▽
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
高

森
中
央
支
所
賞
　
山
田
え
り

（上
色
見
小
四

年
）
▽
畜
産
農
業
協
同
組
合
賞
　
堀
誠
昌
（高

森
小
三
年
）
▽
熊
北
産
業
交
通
賞
　
本
田
枝

里
加

（草
部
北
部
小
二
年
）
▽
肥
後
銀
行
賞

瀬
井
真
矢

（野
尻
小
三
年
）
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
賞

村
山
洋
輔

（高
森
小
四
年
）
▽
信
用
組
合
賞

堀
か
お
る

（高
森
小
六
年
）
▽
商
店
会
賞

佐
伯
友
美

（上
色
見
小
六
年
）

●

●

感謝状を受けられ喜びの本田さん

横
町
の
本
田
さ
ん

火
葬
業
務
で
感
謝
状
を
受
賞

二
十
六
年
間
の
永
き
に
亘
り
火

葬
事
業
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
、

高
森

・
横
町
の
本
田
義
盛
さ
ん
（７６

歳
）
が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
環
境
施

設
管
理
協
会
か
ら
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

日
本
環
境
施
設
管
理
協
会
が
、

火
葬
関
係
業
務
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
等
に
よ
り
火
葬
事
業
功
労
者
に
、

会
長
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
も
の
で

今
年
で
二
年
目
。

本
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年

か
ら
町
立
の
火
葬
場
、
昭
和
五
十

四
年
か
ら
南
阿
蘇
霊
照
苑
で
火
葬

業
務
に
従
事
、
現
在
に
至

っ
て
い

ま
す
。

(8)
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